
RiCKS文化フェスティバル開催趣旨 

怒りのリリシズム 

R iCKS文化フェスティバルは、日本のみなさまに、美術、音楽、踊り、映画などの文化に親しみ楽しんで、広くコリアを理解して

いただくための企画です。第1回の「平和と芸術」に続き、第2回では、在日コリアン・アーティスト、朴保コンサートを通じて、

コリアン・アートの多様な表情の一断面をご紹介いたします。 
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立命館大学コリア研究センター（RiCKS） 
お問い合わせ： 

〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1　修学館２Ｆ 
TEL：075－466－3264　FAX：075－466－3247（担当：大月） 
E-mail：korea@st.ritsumei.ac.jp　HP：http://www.ricks2005.com/

小説家 梁　石日 
ヤン ソギル 

朴保は天性のボーカリストである。その歌声は透明で、情

念の奥からこみあげてくる恨を感じさせる。彼の歌を愛し

てやまないフアンは数多くいるが、私もその一人である。

軟弱な歌が流行っている中にあって、彼ほど反骨と反権力

を貫いているボーカリストは他にいないだろう。彼の歌の

リズムには批評精神が脈打っているのだ。その強烈な個性は、

私たちの魂をゆさぶらずにはおかない。彼らのライブは何

度聴いても素晴らしい。時代と国境を超えていく歌だからだ。 

パク 

ハン 

ポ 

雨に咲く花よ　アスファルトのあいだ 

それでも　つぼみは輝いている 

かべをくだいて　はみだし出るのさ 

いつの日にか　光はさす 

－朴　保「雨に咲く花」より－ 
パク ポ 

　日本と韓国の間を生きている在日の人々にとって自分がいったい何人であるのかという問いは、宿命的につきまとうものかもし

れない。その中でも特に、日本人と韓国人の間に生まれた、いわゆる「ダブル」の人々にとって自分のアイデンティティの在り処を

見つけるのは、伝統的に血縁主義に基づいた民族主義が色濃く影を落している日本と韓国の間では、非常に困難なことである。「広瀬

友剛」という名前で日本の音楽界にメジャーデビューを果たした朴保が、韓国名を自分の名前として名乗るようになったのは

1980年のことだ。1955年、山梨県で生まれた朴保は、朝鮮人の父と日本人の母を持つ「ダブル」の在日２世である。小学生の頃

から、在日コリアンの集まりで、ボリュームいっぱいの割れたスピーカーから聞こえてくる1世のおばあさんの「アリラン」の歌

から、ディストーションを強くかけたハードロックを感じたという彼は、ロックからブルース、韓国の民謡、パンソリからレゲエを

網羅する幅広い音楽世界を持っている独特なミュージシャンでもある。日本人として、日本の名前でデビューした彼が自分の民族的

ルーツに目覚め、民族名を名乗り出るようになったのは、まるで排他的民族主義の影響が強い日韓両国の国家主義という硬い「ア

スファルト」の隙間から新芽が芽生えたようなものであろう。彼は民族名に改名した後、「朴保＆切狂言」というバンドを結成、

日韓両国の文化を渡り歩くハイブリッドで斬新な音楽を披露してきた。今は「朴保バンド」という名で活動している彼は、2002

年発表された日韓合作映画「夜を駆けて」の音楽を担当、独特な彼の音楽世界が大衆に一歩近づくきっかけとなった。最近は韓国で

もっとも有名なブルースバンドである「新村ブルース」と共同でアルバムを発表するなど、旺盛な音楽活動をくりひろげている。

批判と抵抗の精神に満ちた力強い彼の音楽は、日本と韓国の間を隔てている硬い壁の隙間から芽生え出る生命のように、いつの日に

かきっと壁を砕き、顔を出し、やがて花に開くことを信じてやまない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宋　基燦） 
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